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以上のごとく本論文は 2~ Cr -1 Mo 鋼製大型圧力容器製作に関し， しばしば生じる横割れの実体
を明らかにし，極厚板多層盛溶接時の板厚方向の水素濃度分布を理論的，実験的iζ明らかにするととも
に割れ発生限界水素濃度を明確にし，低温溶接後熱処理により充分対応できることを実証したものでそ
の成果は溶接工学上および溶接技術 L 貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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